
バ
ッ
テ
リ
ー

ハ
ン
ド
ル
固
定
ネ
ジ
を
緩
め

ハ
ン
ド
ル
を
折
り
た
た
み
ま
す
。

台
車
下
部
に
あ
る
段
積
み
用
金
具
に

ハ
ン
ド
ル
が
は
ま
る
よ
う
に
し
て
段
積
み
し
て
く
だ
さ
い
。

台
車
の
向
き
を
変
え

互
い
違
い
に

段
積
み
し
て
く
だ
さ
い
。

段
積
み
収
納

3
段

段
積
み
時
の
ご
注
意

ま
で

【
安
全
上
の
ご
注
意
】

警
告

！ こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、人
が

死
亡
ま
た
は
重
傷
を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容

を
示
し
て
い
ま
す
。

注
意

！ こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、人
が
傷
害

を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
、お
よ
び
物
的
損
害

の
み
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
号
は
、禁
止
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

こ
の
記
号
は
、行
為
を
強
制
し
た
り
指
示
す
る
内
容

を
示
し
て
い
ま
す
。

重 要

本
説
明
書
は
製
品
を
安
全
に
正
し
く
お
使
い
い
た
だ
き
、お
使
い
に
な
る
人
や
他
の
人
へ
の
危
害
や

財
産
へ
の
損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、必
ず
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と
を
以
下
の
通
り
表
示
し
て

お
り
ま
す
。表
示
の
内
容
を
よ
く
ご
理
解
し
て
か
ら
本
文
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

保
管
用

取
　
扱

説
明
書

こ
の
度
は
、キ
リ
ン
ラ
イ
ト
セ
ッ
ト（
キ
ャ
ス
タ
ー
付
LE
D
ジ
ュ
ー
デ
ン
ラ
イ
ト
セ
ッ
ト
）を

お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
製
品
の
ご
使
用
に
は
必
ず
本
説
明
書
を
お
読
み
い
た
だ
き
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

B
2
9
8

製
品
に
異
常
が
感
じ
ら
れ
る
場
合
は
お
買
い
求
め
の
販
売
店
ま
た
は
弊
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

発
売
元

顧
客
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
 
01
20
-6
8
6
-8
8
8（
通
話
料
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp
s:
//
w
w
w
.h
at
ay
a.
jp

製
造
元

【
各
部
名
称
】

キ
ャ
ス
タ
ー
付
L
E
D
ジ
ュ
ー
デ
ン
ラ
イ
ト
セ
ッ
ト

キ
リ
ン LE

C-
6
0
BS

 型

ラ
イ
ト
セ
ット

防
雨
型

L
E
D

6
0

ワ
ッ
ト

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。資
源
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
充
電
式
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、自
治
体
の
指
示
に
従
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。（
電
池
は
分
解
せ
ず
そ
の
ま
ま
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

警
告

！

注
意

！

本
製
品
は
屋
外
用
で
す
。絶
対
に
水
中
で
は
使
用
し
な
い
。

事
故
・
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

雨
や
直
接
水
が
か
か
る
場
所
で
は
絶
対
に
充
電
し
な
い
。

事
故
・
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
線
の
被
覆
に
傷
が
つ
い
た
ま
ま
使
わ
な
い
。

感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
体
に
布
や
紙
を
か
ぶ
せ
な
い
こ
と
。

火
災
・
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

鉄
粉
・
切
削
油
・
切
削
屑
・
溶
接
火
花
・
油
脂
等
が

か
か
る
所
で
使
用
し
な
い
。

火
災
･故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
体
に
人
が
乗
っ
た
り
、物
を
載
せ
た
り
し
な
い
。

転
倒
・
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

点
灯
中
LED

を
直
視
し
な
い
。ま
た
は
人
に
向
け
な
い
。

め
ま
い
や
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、目
に
障
害
が
現
れ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

濡
れ
た
手
で
使
用
し
な
い
。

感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

3
段
以
上
の
段
積
み
を
し
な
い
。

故
障
・
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

可
燃
性
ガ
ス
、燃
料
な
ど
可
燃
物
の
近
く
や

高
温
多
湿
、有
害
ガ
ス
、粉
塵
な
ど
悪
環
境
の
場
所
で
使
用
し
な
い
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
等
揮
発
性
の
薬
品
で
本
製
品
を
拭
か
な
い
。

変
質
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
線
を
油
脂
、ア
ル
コ
ー
ル
、溶
剤
、薬
品
等
に
触
れ
さ
せ
な
い
。

外
皮
が
浸
食
さ
れ
、感
電
・
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
線
を
引
っ
張
ら
な
い
！
踏
ま
な
い
！
重
量
物
を
乗
せ
な
い
！

断
線
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

落
と
し
た
り
、ぶ
つ
け
た
り
、強
い
衝
撃
を
与
え
な
い
。

故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

支
柱
は
赤
色
マ
ー
ク
以
上
伸
ば
さ
な
い
。

転
倒
・
故
障
・
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
製
品
の
清
掃
を
行
う
場
合
は
必
ず
電
源
を
抜
く
こ
と
。

け
が
・
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

分
解
・
改
造
し
な
い
。

故
障
･け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
圧
変
動
が
大
き
い
発
電
機
は
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

充
電
時
、入
力
電
圧
は
安
定
し
た
電
源
を
使
用
す
る
こ
と
。

発
電
機
を
使
用
す
る
場
合
は
イ
ン
バ
ー
タ
ー
式
を
使
用
す
る
こ
と
。

故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

点
灯
及
び
充
電
時
以
外
は
各
接
続
ポ
ー
ト
の
防
水
キ
ャ
ッ
プ
を

必
ず
閉
め
て
お
く
こ
と
。

バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量
が
な
く
な
っ
た
と
き
は

放
置
せ
ず
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
充
電
す
る
こ
と
。

ま
た
長
時
間
使
用
し
な
い
時
は
満
充
電
に
し
て
お
き

最
低
２
～
３
カ
月
に
１
回
必
ず
充
電
し
て
く
だ
さ
い
。

冷
凍
室
や
極
端
に
高
温
の
作
業
場
所
等
で
は

不
点
灯
･立
ち
消
え
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

周
囲
温
度
は
0
℃
～
4
0
℃
の
範
囲
で
使
用
す
る
こ
と
。

発
電
機
始
動
時
の
高
電
圧
が
本
製
品
に
か
か
り

故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

発
電
機
を
電
源
と
し
て
充
電
す
る
場
合
は

必
ず
発
電
機
が
始
動
し
て
安
定
し
て
か
ら

本
製
品
の
プ
ラ
グ
を
発
電
機
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

落
下
事
故
・
け
が
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

各
締
付
部
は
手
で
固
定
す
る
こ
と
。工
具
は
使
用
し
な
い
。

故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

バ
ッ
テ
リ
ー
保
管
時
、電
源
ボ
タ
ン
は
必
ず
 O
FF
に
す
る
こ
と
。

故
障
・
け
が
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

灯
体
の
取
り
付
け
は
し
っ
か
り
行
う
こ
と
。

発
電
機
の
転
倒
･故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

搭
載
し
た
発
電
機
は
付
属
の
ベ
ル
ト
に
て
固
定
す
る
こ
と
。

け
が
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

支
柱
を
縮
め
る
時
は
手
を
添
え
て
ゆ
っ
く
り
縮
め
る
こ
と
。

使
用
状
況
に
応
じ
て
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

転
倒
・
け
が
･故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

強
風
時
な
ど
灯
体
が
大
き
く
揺
れ
る
よ
う
な
時
は

使
用
を
中
止
す
る
こ
と
。

転
倒
・
け
が
･故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

水
平
な
場
所
で
垂
直
に
設
置
し
使
用
す
る
こ
と
。

傾
斜
地
に
は
放
置
し
な
い
。

転
倒
・
事
故
・
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

支
柱
の
高
さ
調
整
を
行
う
時
や
移
動
す
る
時
は

必
ず
灯
体
を
外
し
て
か
ら
行
う
こ
と
。

！

コ
ネ
ク
タ
ー
端
子
部
の
　
　
  を
金
属
製
の
も
の
で
触
れ
た
り

絶
対
に
シ
ョ
ー
ト
さ
せ
な
い
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

＋
－

吊
り
下
げ
フ
ッ
ク灯
体

灯
体
固
定
ネ
ジ

締
付
ネ
ジ

把
手バ
ッ
テ
リ
ー
モ
ニ
タ
ー

電
源
ボ
タ
ン

LED
照
明
接
続
用

ケ
ー
ブ
ル
接
続
ポ
ー
ト

バ
ッ
テ
リ
ー
充
電
用

ケ
ー
ブ
ル
接
続
ポ
ー
ト

明
る
さ
切
替
ボ
タ
ン

折
り
畳
み
式
ハ
ン
ド
ル

ハ
ン
ド
ル
固
定
ネ
ジ

バ
ッ
テ
リ
ー
固
定
ベ
ル
ト

支
柱

台
車

段
積
み
用
金
具

支
柱
固
定
ネ
ジ

バ
ッ
テ
リ
ー
充
電
用

ケ
ー
ブ
ル

LED
照
明
接
続
用
ケ
ー
ブ
ル ハ

ン
ド
ル
固
定
ネ
ジ

光
 源

質
 量

（
kg
）

型
　
式

約
7.
5

19
タ
ー
ボ
時

連
続
約
9

H
I時

連
続
約
18

Lo
w
時

連
続
約
3
6

LE
C-

6
0

B
S

電
池
仕
様

充
電
時
間

（
h）

点
灯
時
間

（
h）

リ
ン
酸
鉄
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
内
蔵

（
12
.8
V
/4
2
,0
0
0
m
A
h）

6
0
W

高
輝
度

LE
D

1

梱
 包

（
台
）

●
電
線
仕
様
／
灯
体
用
…
V
C
T 
0
.7
5
㎟
×
2
C
×
2
.5
m
、充
電
用
…
V
C
T 
0
.7
5
㎟
×
2
C
×
1.
5
m

※
製
品
の
仕
様
は
品
質
向
上
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
仕
様
】

【
段
積
み
に
つ
い
て
】

1 2

●
指
は
さ
み
等
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
段
積
み
は
傾
斜
面
や
段
差
が
あ
る
場
所
で
は

　
行
わ
ず
荷
崩
れ
し
な
い
よ
う
に

　
十
分
に
安
全
を
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

折
り
た
た
ん
だ
後
は
ハ
ン
ド
ル
固
定
ネ
ジ
を

確
実
に
締
め
て
く
だ
さ
い
。



LED照明接続用
ケーブル接続ポート

％100 41.8
31:49:24

Ah

V13.7 A1,083 W14.8

① ②

③

④ ⑤ ⑥

【組み立て方法】

【接続方法について】

【バッテリーモニターの見方について】【ご使用方法】

支柱を台車を挿し込み、支柱固定ネジで
確実に固定してください。

LED照明用ケーブルを灯体下部とバッテリーにある「LED照明接続用ケーブル接続ポート」に接続します。

バッテリー充電用ケーブルを
バッテリー充電用ケーブル接続ポートに挿し込み
コンセントに接続してください。

①バッテリー残量
③LED点灯時の点灯残り時間
⑤LED消費電流値
　（または充電時の電流値）

②バッテリー残量の数字
④バッテリーの電圧
⑥消費電力（電圧×電流）

LED照明接続用ケーブル接続ポート

ケーブルの外し方

灯体を支柱に挿し込み
灯体固定ネジで確実に固定してください。

Low High Turbo

Low
全光束

2000Lm
4000Lm
8000Lm

点灯時間

約36時間
約18時間
約9時間

High
Turbo

ケーブルを外す時は
青い部分を左に回して
抜いてください。

①回して

②抜く

1 2

支柱

灯体

灯体固定ネジ

支柱固定ネジ

【充電方法について】

AC100V
50/60Hz

締め付けは手で行ってください。
工具は使用しない。

締め付けは手で行ってください。
工具は使用しない。

接続部の挿し込み方向に
注意してください。

屋外で使用する場合は
防雨型コンセントに接続してください。

各接続ポートのキャップは
使用しない場合はしめてください。

各接続ポートのキャップは
使用しない場合はしめてください。

バッテリー充電用
ケーブル接続ポート

バッテリーモニター

明るさ切替ボタン

電源ボタン

明るさ切替ボタン

ボタンを押す毎に明るさを切り替えられます。

充電時間

●初回使用時は充電してからご使用ください。
●バッテリー充電用ケーブルをほどいてからご使用ください。
●充電は必ず屋内の水やホコリがかからない換気された場所で行ってください。
●充電完了後、バッテリー充電用ケーブルは挿しっぱなしにせず、早めに抜いてください。
●充電後はキャップをしっかりしめてください。
●充電中、本体が温かくなりますが、異常ではありません。
●バッテリーの残量がなくなった時は放置せずにできるだけ速やかに充電してください。
　また長期間使用しない時も満充電にしておき、 最低2～3ヵ月に1回 必ず充電してください。
　過放電保護機能が働き、使用できなくなる場合があります。

約7.5時間
※充電時間は目安であり、多少前後します。


